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最大値あり 近年増加が鈍る 単調減少 ほぼ変化せず 単調増加


































?? 全国人ロ 1987以前 0．27




第三次産業 1991 2．25 4．15

















































































県名 変更後 変更前 変更時期
茨城県 守谷市 守谷町 2002年4月
千葉県 白井市 白井町 2001年4月
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ADF（≦） 料 ADF（1） ＊＊ ＊
PP（1） ＊＊＊ 緋 PP（1） 林 ＊
表6－2－3営業用小型平均積載トン数 表6－2－4自家用普通平均積載トン数


























階差1　ADF（1） ＊＊＊ ＊＊＊ ADF（1） 料
PP（1） 料 ＊ PP（1） 料
表6－2－7営業用小型貨物車一台当り平均年間輸送トン数　　表6－2－8自家用小型貨物車一台当り平均年間輸送トン数











ADF（1） ＊＊＊ ＊＊ ADF（1） 料
PP（1） ＊＊＊ ＊　＊ PP（1） ＊＊＊ 料
表6－2－9世帯あたり乗用車保有台数 表6－2－10人口あたり免許保有者数

















ADF（1） ＊＊＊ 将 ADF（1） ＊＊＊ ＊＊＊
PP（1） ＊＊＊ ＊ PP（1） ＊＊＊ ＊＊
表6－2刊1世帯あたり乗用車保有台数（全国） 表6－2－12人ロあたり免許保有者数（全国）







DF ＊＊＊ 料＊ 階差1
DF ＊
ADF（1） ＊＊＊ 料 ADF（1） ＊
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　一7’ル 変数 構造変化の考慮 系列相関の考慮 推計期間
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6．6、3　パラメータ推計結果
　輸入モデルと輸出モデルの推計結果を各々表6－6－H、表6－6－3－2に示す。
　輸入モデルを推計した結果、モデル1とモデル10が決定係数、t値、DWから有意となった。
しかしモデル1は、ダミー変数の入れ方に疑問が残る。このモデルを使うのであれば、ダミー
変数の根拠を示すべきである。
　モデル10は、為替レートを除いたモデルであることから、予測モデルとして採用するのは
難しいかもしれない。なぜなら、円高は確実に輸出量に影響を与えるように考えられるからで、
これが果たして妥当であるのかという問題があるからである。ただし、為替レートのt値が低
いこと、為替レートの長期的な予測が困難であること、を考慮するならばモデル10は採用で
きる可能性を持つ。
　いくっかの統計的に有意なモデルが得られた場合、統計的に判断するのであれば、AICやSBIC
などの情報統計量で選ぶという方法もある。AICで見るとモデル1で一18．48となり、モデル10
で一18．56となり、両者ともに余り差がない。
　輸出モデルを推計した結果、モデル4のみが決定係数、t値、DW比から有意となった。
　本節をまとめると、回帰式の誤差項にAR1を考慮しML法によりモデル推計を行うとDW比が
向上する計算ケースが大半だったが、一方で向上してもなおDW比に問題があるケース、逆に
悪化してしまうケースも見られた。そもそも回帰式の誤差項にAR1を仮定しているため、誤差
項のAR1を検定する手法であるDW比が向上することは自明である。
　仮にその誤差項がARlに従わない場合、つまりAR2やAR3に従う場合、AR1を仮定している
本研究で用いた手法は適切ではない。一方で、誤差項に何次の自己相関があるのか（AR（p））
検定する決定的な検定手法は、存在しない（2）。
　最大限、変数選択やモデル形を工夫し、なお自己相関がある場合に限り、年次データである
から常識的にAR1程度である、といった仮定をしていることを踏まえた推計を行う必要がある。
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6．6．4　予測結果
　推計結果より有意となったモデルから予測を行った。輸出モデル及び輸入モデルの予測結果を
各々図6－6－4－1、図6－6－4－2に示す。GDPと為替レートの将来値（2010年）は、経済企画庁「経
済社会のあるべき姿と経済新生の政策方針」よりGDP；631兆円、為替レートを115円としてい
る。
　輸出モデルのモデル1とモデル10の予測結果は、元のモデルであるモデル1に比べ、為替レ
ートを除き誤差項にAR1を仮定したモデル10の方が20万トン程度低い予測値を得た（図
6－6－4－1）。輸入モデルでは、元のモデルであるモデル1が、ダミー変数を除いて誤差項にAR1
を仮定したモデル4の方が10万トン程度低い予測結果を得た（図6－6－4－2）。
　まとめると、構造変化と1次の自己相関を考慮しても、本研究で対象としたモデルでは、予測
量に重大な影響を与えないとの結果を得た。
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6．7　まとめ
　6．1と6。2で単位根検定を行った結果、全ての変数が単位根を持ち長期予測困難な変数である
ことが示された。ただし単位根検定の手法には、統計的問題が残っている。まず、検定を行った
データの期聞の問題である。データの期間が少ないと正しい検定が行えない。また、ラグ次数の
選定にも問題がある。本研究で用いた方法以外にも」AICを用いてラグ次数を選択しそのラグ次
数に＋2したラグ次数で検定する手法があるが、決定な手法ではない。ラグ次数の取り方によっ
て、和分字数が異なることから重大な問題である。また、単位根検定の手法の単位根の検出力は
弱いという問題もある。手法によっても異なる結果が出ることから分析者は、どの結果を使えば
よいのか迷うこととなる。現在のところ、上記の問題を正しく解決する方法はないと考えられる
が、用いたデータにあった適切な単位根検定を考えていく必要がある。
　次に、単位根検定の結果より変数を定常にした後、ARモデル（6．3）とVARモデル（6．4）を
構築し、短期的・中期的な予測モデルを構築できるか検討した。結果的には、VARモデル、AR
モデルともに有意なモデルを構築できなかった。ARもVARもやはり統計的問題がある。単位根
検定と同様ラグ次数のとり方の問題である。
　6．5では、VARモデルの結果を用いてグランジャーの因果性の検定を行った。東京・大阪の世
帯当り保有台数←東京・大阪の人口当たり免許保有台数の因果が認められた一方で、逆の因果は
否定された。ただし、6．5で述べたようにここから得られる結果は、非常に不安定なもので、こ
の因果関係は定常化のプロセスやラグ次数の決定の仕方により異なる。すなわち、分析者によっ
て正反対の結果を導くことがある。そこで、定常化のプロセスやラグ次数の決定の仕方といった
問題を避けて、グランジャーの因果性を導くことができるLA－VARの推計を試みたが、LA－VAR構
築上の条件を満たさなかったため断念した。
　6。6では、単位根検定の結果、長期予測困難な場合でも長期予測しなければならない場合の推
計を行った。具体的には、構造変化と回帰式の誤差項にAR1を仮定したモデル推計の2種類によ
りモデルの改善を行った。結果的には、この作業によって大きな将来の予測値の変化はなかった。
構造変化と回帰式の誤差項にAR1を仮定したモデル推計においても統計的にやはり問題がある。
本研究では、構造変化を調べるのにCUS田テストとCUSU近SQテストを用いたが、構造変化の検出
力は大きくないといわれている。また、回帰式の誤差項にARlを仮定した手法は、DW比を向上
させるが、DW比という統計手法がAR1があるかないかの検定であるのだから、自明である。ま
た、道路公団民営化委員会の第三者調査結果＊3）によると、本研究同様に誤差項にAR1を仮定した
推計を行っているが、AR1なのかAR2なのか分らないままにAR1を仮定している推計は恣意的な
ものと言える。
　まとめると全国交通需要推計は単位根のある変数を用いており、共和分するような関係も見出
せなかったので、時系列統計的に長期予測不可能である。また、非定常であることを受け入れた
上での推計では決定係数、t値、DW比は大きく変化するが、その予測値はさほど変化しない。
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7．おわりに
　本章では、本論文で得られた知見と今後の課題をまとめる。
　4章では、マクロの経済・人口・交通指標の時系列データの分析及び、ミクロの人口指標の
分析を行った。
　マクロの経済・人口・交通指標の時系列データの分析で、多くの指標で近年「右肩上がりで
はない時代」であることを確認できた。このことは今後の長期需要予測モデルにおいて、r右
肩上がりではない時代」に対応した長期需要予測モデル推計の必要性を意味している。
　また、ミクロの人口指標の分析で人口減少や少子高齢化、都心回帰といった問題の近年の傾
向を確認できた。具体的に人口減少については、自治体の規模の大きさに比例して人口の増減
があり、人口規模が小さい自治体ではその多くが人口減少していることが分った。少子高齢化
にっいては、ほとんどの自治体で少子化、高齢化が進展していることが分った。また、年齢階
層によって人口の増減がかなり異なることが示された。都心回帰については、年齢階層によっ
て都心回帰していると言える年代、言えない年代があることが示された。このことは今後のマ
クロ・ミクロレベルの長期需要予測モデルにおいて、少子高齢化と称される世代とともに、そ
れ以外の世代についても考慮するようなモデル構築が必要であることを意味している。
　6章では、全国交通需要推計の長期予測モデルとしての妥当性の検定および、定常性を確保
した上での時系列モデル推計、定常性を確保しない上での長期予測モデルの推計を行った。
　全国交通需要推計の長期予測モデルとしての妥当性の検定においては、単位根検定を用いる
ことで全国交通需要推計が統計的に長期予測モデルとして適切でないことが示された。単位根
検定は、長期予測モデルの妥当性を見るうえで重要な検定であり、長期予測モデルの妥当性を
見る一っの指標となりえる一方で、検定の手法や手順に課題が多い。今後、より適切な単位根
検定を行う必要性があるが、厳密な精度の検定をすることは技術的に不可能である。実際には、
単位根検定は、参考資料程度のスタンスで見ざるを得ないと思われる。
　定常性を確保した上での時系列モデル推計では、短期・中期的予測モデルであるARやVAR
を構築したが、本研究で対象としたモデルでは良好なモデルを得ることはできなかった。また、
これらの手法はモデル自体の妥当性に是非があること（変数間の因果関係をブラックボックス
にしていること）や、推計の手順に課題があり多分に恣意的にならざるを得ない等の問題点が
ある。今後、交通分野での短期的・中期的な予測モデルにおいて、時系列モデルの適応の検討
は必要かもしれないが、別途推計された予測モデルと比較するための参考資料程度のスタンス
で見るべきものかもしれない。
　定常性を確保しない上での長期交通需要予測モデルの推計では、DW比の改善を目的として
回帰式の誤差項にAR1を仮定しML法によるモデル推計を行い、モデル推計に構造変化点を
考慮するために、構造変化の検定を行うことで客観的に構造変化点を求めた。
　DW比の改善を目的として回帰式の誤差項にAR1を仮定しML法によるモデル推計では、
対象としたモデルに限っては、AR1を仮定することでDW比が向上する場合、DW比が向上
しない場合があり、また、AR1を仮定したモデルによる予測値は通常の回帰式による予測値と
ほぼ変化しないことが示された。他のモデルでも同様にAR1を仮定した場合の予測値への影
響を見るべきだが、それを推計するまでにいたらなかった。なお、『道路公団民営化委員会の
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第三者調査結果への対応』（＊1）においても、回帰式の誤差項にAR1を仮定することでDW比
を向上させる手法を用いているが、この手法にも統計的問題がある。AR1を仮定しているが、
本当にAR1を仮定してよいのか不明であり、厳密にはAR2やAR3の可能性もあるという問
題である。しかし、AR2やAR3を検定する手法は現在のところない。また、この手法は変数
の定常性を捨象しているという問題もある。ただし、定常性を確保した上での長期予測は困難
なこと、変数は年次データであることから概ねAR1であると考えられることを踏まえれば、
この手法は次善といえる手法と考えられる。
　以上で挙げた課題とは他に、本研究で用いた時系列モデルは基本的なものであるから、より
適切な時系列モデルの検討も必要と考える。
（＊1）httpl〃wwwmlit．go．jp／road／irlyosoku！1st107．pdf
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